
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 

 

  

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 農業メインバンク機能強化          ＪＡ名 山武郡市（千葉県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

農業者の資金ニーズの多様化等、農業金融を巡る情勢変化に対して農業金融機能

を十分発揮するため、担い手農家への支援を重点項目と位置付け、担い手の資金

ニーズを的確に把握し、最適な農業金融サービスの提供を目指す。 

 

 

 

 

２ 概要 認定農業者のリストに基づき、一定額以上のＪＡ販売実績のある農業者かつ一定

の年齢条件により、担い手生産者を抽出し、担い手金融リーダーと支所融資担当

者又は渉外担当者等が定期的な訪問活動を行う。 

 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

農業関連資金において、情報収集から融資相談までの一連の流れの中、資金ニー

ズを的確に把握し、スムーズな対応が図られている。 

具体的な事例として、生産者とＪＡ経済センター主催の販売会議に出席。半期毎

の生産・販売データの分析と今後の課題等を、生産者（ＪＡ山武郡市の融資先）、

市場関係者、農業事務所、全農、ＪＡで協議・情報交換できる機会が得られた。

 

４ 今後の

予定（課題） 

26年7月中旬にＪＡ山武郡市管内の担い手生産者へのＣＳ調査（顧客満足度調査）

を実施。 

また 26 年 11 月の資材フェア・農機展示会同時開催（土日の二日間）に融資相談

コーナーとして参加予定。農業資金をＰＲするとともに、農機担当者から融資見

込先や希望先の情報提供を受け、融資取引につなげていきたい。 

 

 


